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R00061560B, 1頁

R00059944B, 181頁

琉球政府の時代

「琉球政府文書」は、1945 年から 1972 年までのアメリカ統治下において、住民側の行政機構が作成した公文書です。



生活改善（改良）普及事業は、戦後の生活環境や農業事情のめまぐるしい変化に対応し、
農家の暮らしをよりよいものにしていくためにはじまった事業です。5地区（北部、中部、南部、
宮古、八重山）の農業改良普及所と、農業改良普及支所、離島駐在所に生活改良普及員
が駐在して、農家の指導や相談にあたりました。
生活改善普及事業に関する文書は、この事業を所管していた
農林局農業改良課のシリーズ「農業改良に関する書類」にま
とめられており、資料年代は、主として 1960 年代後半から
70 年代にかけてです。

「定例研修会資料 衣服」（1969 年 3 月）には「衣生活改善の目標」として、「どう
いう生活をするかということを基礎にして最も必要なものから必要な数を揃えていく
ようにしましょう」とあります。

また、「簡易裁ちねまき」「防除用頭巾」
「エプロンドレス」の作り方も紹介さ
れており、「エプロンドレス」は「前
後両用に着られて気分をかえる」の
に便利とされています。

生活改善普及事業とは

R00061560B, 49・60頁

R00059944B, 87・96頁

R00059942B, 179頁

生活改善普及事業における指導・相談の内容や
各種調査からみえてくる当時の農家の暮らしを、
衣・食・住のテーマで紹介します。

必要な衣服の数

「農家生活実態調査結果」（1969 年 10 月）には、
寝具、作業着、ねまきなどの枚数や洗濯頻度を
調査した結果が記されています。
「作業衣の持数」( 表 11) については、「作業帽
は全沖計平均 1.1 枚もっているが、その内容は
ムンジュルガサ、ムギワラ帽、クバガサの利用が
多く、頭巾の利用は 0.2 枚、手甲 0.8 枚、脚絆
はほとんど利用されてない。補助衣の指導が必
要である」との所見が記されています（171 頁）。

作業着

「夏バテを防ぐための高血圧症の
一週間分の献立例をお願いします
（中部）」との質問に対して、一週
間分の献立表の例が示されていま
す。「野菜の含煮」がよく登場して
います。

R00059944B, 5-6頁

R00059944B, 181頁

R00059942B, 130頁

夏バテ予防

「1968 年度住民栄養調査成績」（1970 年 4 月）によると、沖縄
における脂肪の摂取量は、全国平均より高く、また目標値を
32％も上回っています。今後も目標値を下回ることはないと推測
されており、その理由として「沖縄の調理形態からほとんどの世
帯が炒め物（チャンプル）が多いからである」と分析されています。

チャンプルー

「年代別食事」として、「乳児」「壮年」
などの年代ごとに気をつけることや、摂
取すべきものと避けるべきものとがまと
められています。

年代別食事

農家の
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脂肪の摂取量
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台所やトイレに関する資料もあります。台所の配置に関して
は、「水を使う設備（台所・風呂・便所・洗濯）を一ヶ所
に集める」、「働く人自身」にとって最適な配置とするなどの
アドバイスがなされています。また、トイレについては、広
さや便器の配置、換気のしかたの例が紹介されています。

R00059944B, 21頁

R00059944B, 121頁

R00061560B, 63頁

R00061279B, 18-19頁

トイレ

台 所

家 電

「生活改善状況調査まとめ」（1969
年）からは、ミシンや冷蔵庫、洗濯機、
ラジオやテレビといった家電製品の
普及状況を知ることができます。例え
ば、1969 年 6 月時点でのテレビの
普及率（一般の部）は、中南部で
90％前後、北部で 73％、南部離島
と宮古・八重山で 60％前後で、沖
縄全体では 78％となっています。
また、一般の部と生活改善グループ
員とを比較し、グループ員の生活改
善状況が全般にわたって高いのは
「実践活動の効果だと思われます」
と記されています。

琉球政府文書から見えてくる
復帰前の沖縄の暮らし

沖縄が日本に復帰する前の暮らしはどのようなものだったのか、琉球政府文
書を活用して調べてみませんか。公文書というと、堅苦しくて日々の生活か
らは遠いものと思われがちですが、当時の暮らしが鮮やかによみがえるタイ
ムカプセルのような文書も多くあります。

琉球政府文書はデジタルアーカイブサイト琉球政府の時代からインター
ネットでご覧いただけます。自由研究や総合学習などにぜひご利用ください。
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